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　山本先生　絡葉書の御ナこよりありがナこうございましft．二二はこ二時孚か
ら起きて，東天に流星及び黄道光を槻測しましナこ．Hydra星座に径路の短
いそして非常に速い流星が澤山とんで，捕へにくいので困りましナニ．黄道
光は，その明るさが9月下旬の時より多少弱くなってゐましナこ．
　廣島の長谷君は，小回課長も感心せられる程の鏡瞑の持主です．倉敷の
會合音來親密になりまして，最近は一B寺聞30個以上の微光流星の槻測を報
ぜられてるます・
　輻岡の田中氏は，氏一流の流星毒血の上に，黄道光及び封日照にまで進
まれ，最近Sketchを拝見しまして，大都市の人工光と戦ひながらの立派
な御成績に驚いてゐます．
　黄道光糊測の山陰，四國の爾雄である濱田の佐藤，新居濱の河端爾氏は
休んで居られますが，小郡の新進山田君が，流星と黄道光とにっとめられ
る筈で，目下種々打合せ中です．
　廣島の大橋君から，倉敷天文墓小川留守台長御撮影の月の寓貫が参りま
したし，富山の廣井君は相攣らす太陽寓眞に御精働です．この二人は倉敷
の講習で知合ひになりました．
　倉敷天文毫の佐々木先生に流星観測用紙を三面版でつくっていた“き，
先日熱心な観測家にわかちまし弛．
　臼杵の黄道光観測家竈井氏からは，例によって度々痛快な御状が参りま
す私も負けすに書いてゐます．
　大分の流星槻淫乱原田君から臼杵訪問記が参りましたのは九月下旬でし
ナこ．その中に花山生活について書かれてあります．同君に無断で相すまぬ
わけですが，下に軸載しませう
　　………花山では主に彗星捜索をしましナこ．私があまり彗星の二見のこ
　とばかり言ふもんですから，盤見君や西さんからしコメット原田1といふ
　nick　nameをもらひました．　CometのSeekingは大腿二時からで，叉夕
　方も時々やりましナこが，つひに獲見は出來ませんでしナこ・まだ外國から
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　Cometが磯見されナこといふ知らせが京都へ來ない様子ですから，　Comet
　はなかつナこのでしやう．もし外國で八月中に爽見されてるナこら，私は山
　本先生や，白白君や，西さんに合はす顔がないのですが
　　又，花山で，中村さんの下で五罪（いや13cm．一寸注意しますが，先生
　の前では吋をつかってはいけません．cm．を使ふべしです，これも花山
　で食事の時に話の種となつナこ事です）の反射鏡を磨きましナこ．整形は中村
　さんがしてくれましナこ．これが私にとっては大いなる牧穫の一つでしナこ．
　　花山は實にすS“しく，志願助手が行ったのは避暑に行つナこ様なもので
　しナこ・30cm．の望遠鏡で，一年にこんなseekingの良い日は三四日しかな
　いといふ様な夜に，土星を見せてもらひましナこ．何とも言へません！
　　46em．の先生の反射鏡は私の居る内にやっと組立てナニのです．以前は
　三軸がうまく動かなかつナこさうです．申村さんの設計でよくなつナこので
　す・これで土星を見るのが30cm．よりはなほ美しい事をき》ましたが，
　土星を見すに蹄りましナこ．残念です．…………
原田君の訪問を受けた魑井氏からは，
　　・…・・…さて，昨日は珍らしい方，大分の観測家原田上の訪問を受けま
　しナこ・お互に初三面の間柄でも，天文談に花を険かして，宛然旧知の親
　友です．これだから天文學は有難い………
の一文が同じやうに來てるます．
廣島電信隊の霜葉黄道光課長へはしばらく御無沙汰してるます．倉敷で，
　流星論位しやべつてみナこい氣がします．
　こんな風で，私のところは，さながらL天文同好會西部出張所「の感があ
りますが，差回り私を所長殿！とひやかすのは，島根の淺野君です．
黄道光星岡がなくなりかけましナこから，此度は少し上手に印刷するつも
りです．
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